
山44一

卜■･･一一■一■一■一■･'｢

1海外資料1

英国の海外地質調査所

中沢次郎

英国の海外地質調査所は助青や研究駒仕事麿専門とする料

学研究機関であって突然欝源の開発静員的とする地質1鉱物

の経済的研究に援助勢努えている｡ζの種の仕事を艦じて

地質学の知識が鉱物資源の開発や評価に滋踊できるぱか今で欺

く土木工学絵水や農学上砺姻等を繁蜜あげ曲｡いる､本

部は現在薄シドンの破が餐夏醐馳紹の繁ダンな嬢物の串

にあるがそれは醐⑰牢磐層鴛ンそン咳双ルス代爽讃逮幻出臓

のもとに皿ジンバ受の眺k嚢殿下によって公武は鰯蕨武が

行なわれたものである由政府機関で薮る海外地質調査所は現

在次のような部門から液りよい設備とすぐ級た職員登もった

概究所で次のような業務が行なわれている出

鉱物擬源部最新の化学岳鉱物学の分沈写真由叉

･rayや窯業などの研究室登持っていてそ虹ぞ淑導門の人たち

によって操作されている咀卿年以上の経験登背繋にしている

この部は海外からの鉱孫帯潜肩の試験に対し信頼されている串

統計約液亀のや鉱業法規等の構繊単位をもっている鏡物情報

課は技術の関発や市場の趨塾に耀扱ずについてゆくこ&がで

き薬園本土やその他の鰯禽に抽ける腐カなバイヤｰ&密擦に

接触を保ち布カ窓生鹿者董縛ることがで護る｡間部では遺妻

二年間アフリカだけでも約30⑪回の鉱物調査麿禽む鮒地域の

調査を取り扱った.選鉱や製造問題の研兜は科学技徽概究幾

(D.S.I.R.)のWarr㎝Spring研究所でまとめられている.

写真地質部踏査型の多くの地質図はこの都門で

航空写真によって準備され航空写真が利用できる海外地質調

査所(測量地形)の管理者と密接な連絡が保たれている.

写真判読は海外に尚向いて現場で調査した者と部員とが協力し

て行なっている.最近の調査はこのように広いしかも異なった

地質の地域すなわちAden･Bomeo･Tanganyikaや

Nigeriaで行なわれた.これらの地域では気候や地形の状

態や作業条件などが種々異なっていて熱帯降雨林から半沙漢

にわたる作業条件の変化がある.

地球物理部当部では地下地球物理探査をするため

のあらゆる種類の設備があって主として海外地球物理探査

の応用を必要とする問題に従事している.広範囲の異狡る地

質条件のもとで種々の問題の地球物理探査をひきうけている

世界の多くの所で1950年以来なされた王2の調査の中5つのも

のは鉱物の開発に関係しNigeria1950Cypms1951Tan･

ganyika1956Kenya1960BritishBome019614つは

水理地質問題でAden1952Ma1aya工957Cyprus1958

Nigeria19593つは基礎科学的調査である.
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古生物学的鑑定化石はミ｡uthKensingtonの英国

博物館(博物学)で古生物学者によらて同定されている.そ

れら古生物の体験(知識技術習慣)や参考収集品を海外

の科学者や地質家が利用することができる.海外地質調査所

から財政上の援助をうけている專門家の仲間は海外諸地域か

らの古生物の同定に従事している.仕事はNorthBomeo

･BmneiSarawakからのMo11usca(軟体動物類)radiolaria

(放散虫)foraminifera(有孔虫)Ommonoidia(菊眉類)Algae

(酸類)MalayaからのGastropoda(腹足類)Corais(珊瑚類)

駈籔ホ紬脾舶(腕異類)跳滅蝸細緊鰯駿(鮫皮動物類)Aig舵(藻類)

及鰍籔簑｡滋籔至逓ia(鏑馬義嚢)蔦痩惑工i浸嚢鷺姦(鰍隊襲唾物類)丁嚢慧慧易ηyikaカ･

らの滅棚鰯鰯(鮒衣動物輝)C⑪醐重(嚇鰯類)A㎜脇㈱ci遜ia(菊肩

類)獲貧搬醜磐泌搬義からの｡鮫蝸｡ods(貝形類)則j童からの

滅舳鯛鯛(軟体動物類)等が舎薮れている｡

讃振⑳跨代法蜜アイソトｰプ壊変法による猪肩の時

代法鑓が｡鮎倣註大学の研究蜜で働いている海外地質調査所

j賛幸二よって滋行書れそ牽)砺事多琶蕨で{ま至960牟芹キニ滅憲§sspe-

c㈱離数曲餐が設備され測定が行液わ狐た由試料はBom･

鐙蟻買童j童^鼠嚢駁y嚢N三露竃聖王蓬Sま鯵r望籔む餐獲鶯餐Somalia

む蟻繊曲丁鮒鯛w舳や腕肋鮒狐醐籔舶幽における地

質調養所か島ヱの研究蜜は送蔭扱たもので劾る吉

鋤驚鉦鍬繍繁務海タ腕質調査所弼ン㍑漆部の勧告

によって玉鮎所の新しい地質鮒ヨが螂牌から海外地域に

設立慈扱た邑それらの地質部門は海外地質調査所と密接な連

絡ををって漆部の五級幟貴の誠閲麿ひん繁に受砂ている.

識練業務をして外鰯で鰯く地質家や海殊地質調査部門に加

わる地質家のため鷲ン㍑で年間鴛一スの教育諜糧がある.

例えば写真地質調査抽よびそれに闘鎌した作榮等が禽薮れてい

る曲その連絡は英才團における大学や政府の研究所ととって

いる｡籔雛韮嚢呈鰍災㈱透にあ義雄翻至の事務欧や研究室はい

つでも海タ←からの訪間者を歓迎してい私

大学⑳佳撃全研究⑳後幾

錐蝶化撃駒研競あ鰯憲海外地質調査所の後援でロ

ンボンの至獺黛嚢貧圭薮工CΦ夏工護憲讐蟻童嵩｡至餐鷲｡餐慧独dT婁｡hnology

では海外地球化学研究蕎筒査のため給費が準備さ扱ている.研

究は現在数ヵ圏でな慈れている｡

NorthRhodesiaでは銅コバルトニオビウムの排水

中に分散したものについて予備的研究がなされまた一つの

詳細な研究によって'地域の地球化学図に使える技術が作られ

Pyroch1oreCarbonates(バィロクロア炭酸塩)やCOPPer'Co-

ba1tore(銅一一コバルト鉱)が野外で研究された.Tanganyika

においては卑金属の鉱化作用地域で鉱物資源開発の方法を確

立し改良するための研究が野外でなされた.S㎝thRhode-

siaとUgandaにおける土壌調査技術が研究されまたBery1･

pegmatite(ベリルｰ巨晶花開岩)中のB鮒洲iu㎜(ベリリウム)に

ついて排水中の予察研究がなされた｡榔難曲では錫の

表出する地域における痕跡成分分散についての一綴珊究替取り

上げた.Malayaにおける研究は錫と随伴成分酬滞究S1鎌･

raLeo胴ではMolybdemm(モリブデン)とAr§繍童玖砒素)に

ついて撒水串の現地調査が研究された由

野外及び窒肉研究海外の種々な特別問題は海外地

質調査所からの黄金を受けている大学職員と専門家たちで時々

研究している.その組織の申で持っている基礎飾農期研究計

画の例としてAfricar㏄kの最古のものの腕1薮鋤鮒駆⑧tic

Survey(古磁性調査)WestIndiesにおける地驚研究の確立や

WestemPaci丘｡における地震火山学的研究や地震海波の

警報組織によって報告された海波の算定などが食襲れている,

蔵欝と印刷物参考図書は5万冊以上ありて鉱物の索

引のみで30万冊以上をもち海外地質鉱物資源の金勝報を網ら

している.印刷物は年四回のミ海外地質と鉱物資源麺報告

年報世界の鉱工業の統計的集録等が広く認められている山

あらゆる種類の有用鉱物や金属についての専攻論文が備えてあ

り最新のものではミBauxite(ボｰキサイト)A1弧揃i蝸(磐土)

とA1umimm(アルミニウム)ミと“Co胴t"の二つが現在印

棚中である.(筆者は地質相談所)�


